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源
氏
物
語
胡
蝶
の
巻

中

宮

御

読

経

　

の

条

私

註

は
じ
め
に
こ
の
小
論
の
対
照
と
す
る
部
分
の
本
文
を
掲
げ
る
｡

寧
E

｢
今
日
は
､
中
宮
の
御
読
経
の
は
じ
め
な
-
け
-
｡
や
が
て
轟
で
給
は
で
､
や

す
み
所
と
り
つ
つ
'
日
の
御
装
に
か
へ
給
ふ
人
々
も
多
か
-
｡
障
あ
る
は
罷
で

(
二
)

な
ど
も
し
給
ふ
｡
午
の
時
ば
か
-
に
皆
あ
な
た
に
参
-
給
ふ
｡
大
臣
の
君
を
は

じ
め
奉
-
て
'
皆
著
き
わ
た
-
給
ふ
｡
殿
上
人
な
ど
も
残
る
な
-
参
る
｡
多
く

は
大
臣
の
御
勢
に
も
て
な
さ
れ
給
ひ
て
'
や
む
ご
と
な
-
い
つ
-
し
き
御
有
様

(
三
)

な
り
｡
春
の
上
の
御
志
に
､
仏
に
花
奉
ら
せ
給
ふ
｡
鳥
蝶
に
さ
う
ぞ
き
わ
け
た

(
四
)

る
童
べ
八
人
'
容
貌
な
ど
こ
と
に
整
へ
さ
せ
給
ひ
て
'
鳥
に
は
'
銀
の
花
瓶
に

桜
を
さ
し
'
蝶
に
は
'
金
の
瓶
に
山
吹
を
'
同
じ
き
花
の
房
厳
し
う
'
世
に
な

き
旬
を
つ
く
さ
せ
給
へ
-
｡
南
の
御
前
の
山
際
よ
-
漕
ぎ
出
で
て
'
御
前
に
出

づ
る
程
'
風
吹
き
て
'
瓶
の
桜
す
こ
し
う
ち
散
-
紛
ふ
｡
い
と
う
ら
ら
か
に
晴

れ
て
'
霞
の
間
よ
り
立
ち
出
で
た
る
は
'
い
と
あ
は
れ
に
な
ま
め
き
て
見
ゆ
｡

(
五
)

わ
ざ
と
平
張
な
ど
も
移
さ
れ
ず
'
御
前
に
渡
れ
る
廊
を
'
楽
屋
の
様
に
し
て
'

(
六
)

仮
に
胡
床
ど
も
を
召
し
た
-
｡
童
ど
も
御
階
の
も
と
に
寄
-
て
'
花
ど
も
奉

る
｡
行
香
の
人
々
と
-
つ
ぎ
て
'
園
伽
に
加
へ
さ
せ
給
ふ
｡
御
消
息
'
殿
の
中

将
の
君
し
て
聞
え
給
へ
-
0

花
ぞ
の
の
こ
て
ふ
を
さ
へ
や
下
草
に
秋
ま
つ
む
し
は
う
と
く
見
る
ら
む

宮
T
か
の
紅
葉
の
御
返
な
-
け
-
'
と
ほ
ほ
ゑ
み
て
御
覧
ず
｡
昨
日
の
女
房
達

(
七
)

も
'
げ
に
春
の
色
は
え
お
と
さ
せ
給
ふ
ま
じ
か
-
け
-
'
と
花
に
折
れ
つ
つ
聞

(
八
)

え
合
へ
-
｡
鷺
の
う
ら
ら
か
な
る
音
に
'
鳥
の
楽
は
な
や
か
に
聞
き
わ
た
き
れ

(
九
)

て
'
池
の
水
鳥
も
そ
こ
は
か
と
な
く
噂
-
わ
た
る
に
'
急
に
な
-
は
つ
る
ほ

(
十
)

ど
'
飽
か
ず
面
白
し
.
蝶
は
ま
し
て
'
は
か
な
さ
様
に
飛
び
た
ち
て
'
山
吹
抄

(
十
一
)

ま
せ
の
も
と
に
'
咲
き
こ
ぼ
れ
た
ゑ
化
の
蔭
に
舞
ひ
入
る
｡

(
十
二
)
宮
の
亮
を
は
じ
め
て
'
き
る
べ
き
上
人
ど
も
'
禄
と
-
つ
づ
き
て
'
童
に
賜

ぶ
｡
鳥
に
は
桜
の
細
長
'
蝶
に
は
山
吹
襲
賜
は
る
｡
か
ね
て
し
も
取
-
あ
へ
た

る
や
う
な
り
｡
物
の
師
ど
も
は
｣
白
き
ひ
と
か
き
ね
'
腰
差
な
ど
'
つ
ぎ
つ
ぎ

(
一
五
)

に
賜
ふ
｡
中
将
の
君
に
は
'
藤
の
細
長
添
へ
て
､
女
の
装
束
か
づ
け
給
ふ
｡
御

返
'
(
十
三
)
昨
日
は
音
に
泣
き
ぬ
べ
-
こ
そ
は
'
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こ
て
ふ
に
も
さ
そ
は
れ
な
ま
し
心
あ
-
て
八
重
山
吹
を
へ
だ
て
ざ
り
せ
ば

と
ぞ
あ
り
け
る
｡
(
胡
蝶
)

《
季
ノ
御
読
経
と
鳥
･
蝶
　
-
　
本
文
に
即
し
て
》

‖

　

徽

　

ど

　

経

穂
久
適
文
庫
本
｢
き
の
み
と
き
や
う
｣
｡
｢
河
海
抄
｣
の
本
文
も
｢
き
の
御

ど
き
ゃ
う
｣
と
あ
っ
て
'
こ
れ
に
｢
季
御
読
経
と
は
春
秋
二
内
裏
に
て
大
般
若

を
講
読
せ
ら
る
～
也
引
茶
と
て
僧
に
茶
を
ひ
か
る
ゝ
也
中
宮
春
宮
こ
れ
に
お
な

し
｣
と
注
し
て
い
る
｡
｢
み
と
経
｣
と
あ
る
本
文
も
'
諸
注
み
な
こ
れ
を
｢
季

ノ
御
読
経
｣
と
見
て
い
る
｡
源
氏
物
語
に
｢
季
ノ
御
読
経
｣
　
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
仏
事
は
三
例
を
見
る
｡
そ
の
中
の
二
例
は
中
宮
が
里
第
で
修
し
て
い
る
も

の
で
'
一
例
は
｢
胡
蝶
｣
ノ
巻
に
秋
好
ム
中
宮
が
六
条
院
で
行
い
'
他
の
一
例

は
明
石
ノ
中
宮
が
二
条
ノ
院
の
東
ノ
対
で
行
っ
て
い
る
｡
後
者
の
本
文
は
極
く

短
い
｡｢
御
読
経
な
ど
に
よ
-
て
ぞ
'
例
の
わ
が
御
か
た
に
渡
-
給
ふ
｡
｣
(
御
法
)

こ
れ
を
｢
河
海
抄
｣
　
に
　
｢
中
宮
季
御
読
経
｣
　
と
注
し
'
｢
花
鳥
余
情
｣
ち

｢
我
御
方
と
は
東
ノ
対
也
｡
そ
な
た
に
し
て
季
ノ
御
読
経
の
事
を
お
こ
な
は
る

る
也
｡
｣
と
云
い
'
諸
註
み
な
季
御
読
経
と
解
し
て
疑
っ
て
い
な
い
｡

季
御
読
経
は
'
元
来
天
皇
が
春
秋
二
李
に
大
極
殿
(
後
に
は
紫
辰
殿
)
に
於

い
て
百
僧
を
請
じ
て
三
日
(
後
に
は
四
日
)
間
大
般
若
経
を
読
講
せ
し
め
ら
れ

る
仏
事
で
あ
る
｡
東
宮
中
宮
で
も
行
な
わ
れ
た
｡
後
に
は
摂
関
の
私
第
で
も
行

な
う
様
に
な
っ
た
が
'
小
野
宮
実
頼
は
｢
小
右
記
｣
寛
仁
三
年
六
月
廿
四
日
の

記
に
｢
摂
政
御
読
経
号
季
御
読
経
'
(
二
十
口
､
)
帳
申
安
置
仏
'
如
帝
王
儀
'

未
聞
見
之
事
也
'
｣
と
憤
っ
て
記
し
て
い
る
､
｢
中
宮
季
御
読
経
｣
は
天
皇
の

御
儀
に
準
じ
る
非
常
に
重
い
行
事
で
あ
-
､
中
宮
が
禁
中
以
外
の
所
で
之
を
行

う
こ
と
は
'
後
に
記
す
通
り
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

｢
中
宮
季
御
読
経
｣
に
つ
い
て
の
規
定
や
故
実
を
載
せ
た
記
録
は
な
い
｡
い

わ
ゆ
る
｢
公
事
｣
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
｡
そ
こ
で
天
皇
の
季
御
読
経
に
就

い
て
の
記
載
を
見
る
こ
と
に
す
る
｡
｢
延
書
式
｣
に
は
　
｢
二
八
月
択
二
言
目
1

請
二
百
僧
於
大
極
殿
一
｡
三
箇
日
修
レ
之
｡
｣
　
と
あ
る
｡
｢
西
宮
記
｣
に
は
｢
天

慶
九
年
八
月
'
於
大
極
殿
'
有
季
御
読
経
'
依
南
殿
内
論
義
也
｡
｣
　
｢
延
喜

八
'
二
㌧
廿
六
㌧
季
御
読
経
､
南
殿
六
十
口
大
般
若
'
甘
口
仁
王
経
'
御
前
｣

｢
天
徳
四
㌧
六
月
有
百
日
御
読
経
'
不
依
寺
分
己
講
'
召
智
徳
浄
行
｣
と
見
え

て
い
る
｡
僧
の
数
は
年
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
古
口
で
は
な
か
っ
た
｡

｢
江
家
次
第
｣
第
五
に
　
｢
季
御
読
経
事
｡
春
秋
二
季
語
百
僧
｡
於
南
殿
読

大
般
若
経
｡
其
内
定
御
前
僧
甘
口
.
於
御
殿
読
仁
王
経
｡
納
言
参
議
｡
各
1
人

着
南
殿
行
事
｡
自
余
皆
候
｡
貞
観
御
時
｡
毎
挙
行
之
｡
元
慶
天
皇
践
祥
之
後
｡

二
季
修
之
｡
(
略
)
｣
と
あ
る
｡
以
下
長
文
の
引
用
を
避
け
て
｢
西
宮
記
｣
　
｢
江

家
次
第
｣
に
基
づ
い
て
概
況
を
記
す
と
'
予
め
'
上
郷
が
仰
せ
を
受
け
て
陣
に

着
い
て
､
招
請
僧
(
南
都
七
大
寺
･
東
寺
･
西
寺
･
延
暦
寺
を
は
じ
め
諸
大
寺

の
僧
綱
･
大
威
儀
師
･
三
会
巳
講
)
の
名
を
定
め
'
陰
陽
寮
に
発
願
･
結
願
の

日
を
勘
申
さ
せ
た
文
を
副
え
て
奏
上
L
t
外
記
に
は
堂
童
子
(
｢
西
宮
記
｣
ニ
云

｢
五
位
四
人
｡
若
有
レ
開
用
二
四
位
一
｡
可
用
二
六
位
一
之
由
｡
在
二
蔵
人
職
1
.

云
々
｣
)
を
出
さ
せ
る
｡
内
膳
に
は
仏
供
を
'
大
膳
･
内
蔵
･
穀
倉
院
･
大
炊

等
に
は
僧
供
を
､
木
工
･
修
理
職
･
掃
部
･
大
蔵
等
に
は
僧
房
を
'
左
近
右
近

に
は
時
花
を
準
備
さ
せ
た
｡
そ
の
他
'
仏
前
に
焚
-
番
'
第
二
日
に
僧
に
賜
う
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引
茶
の
料
の
茶
(
当
時
貴
重
品
で
あ
っ
た
)
を
用
意
さ
せ
る
｡
正
月
の
御
斎
会

に
次
ぐ
大
法
会
で
'
そ
の
費
用
も
ま
た
莫
大
で
あ
っ
た
｡

本
尊
は
毘
慮
舎
那
仏
で
あ
る
｡
堂
内
の
設
営
は
延
書
式
巻
十
三
に

｢
春
秋
二
季
御
読
経
ノ
装
束

慮
舎
郵
仏
井
二
脇
侍
ノ
菩
薩
像
妄
讐
墨
字
ノ
大
般
若
経
1
部
.
白
銅
火
嘘
三

口
｡
白
銅
ノ
匪
八
合
o
七
十
六
枚
｡
金
銅
ノ
花
盤
二
口
｡
槻
甥
鉄
磐
1
枚
｡
金
銅

ノ
鐘
石
.
金
銅
大
花
準
盲
｡
幡
五
十
二
流
｡
似
苧
鑓
露
草
代
三
十
枚
｡

大
二
十
毎
緋
ノ
綱
十
嘉
.
赤
漆
ノ
小
机
百
脚
｡
相
場
赤
添
ノ
鷺
脚
ノ
円
机
二
脚
｡

小照
Ⅶ
案
七
脚
0
着
花
｡
二
仏
供
｡
壷
供
｡
聖
僧
ノ
座
1
異
｡
礼
版
座
二
具
.
仏

二
散
在
｡
二
行
香
｡

布
施
細
屯
ノ
綿
十
屯
｡
大
蔵
省
包
縁
畠
｡
結
願
日
進
レ
之
｡
寮
官
人
置
二
高
案
壷
二
仏
前
二

と
見
え
る
｡

着
座
の
有
様
は
｢
西
宮
記
｣
に
｢
(
略
)
御
仏
安
二
御
帳
申
1
.
御
帳
東
西
設
二

聖
僧
撃
｡
其
西
南
少
退
敷
僧
綱
座
｡
座
南
座
乗
敷
二
凡
僧
撃
｡
北
御
障
子

下
限
御
峠
下
皆
敷
二
僧
座
一
.
南
座
東
端
｡
威
儀
師
侯
レ
前
｡
居
二
君
仏
前
間
一
｡

別
二
敷
二
御
導
師
座
一
｡
戎
東
鹿
｡
衆
僧
座
中
御
導
師
候
｡
東
庇
南
北
敷
堂
童
子

座
｡
近
代
南
座
敷
出
居
座
前
｡
殿
上
東
戸
前
也
｡
｣
と
あ
る
｡

当
日
は
上
卿
以
下
着
陸
'
勉
限
が
至
る
と
上
卿
が
行
事
弁
に
鐘
を
撞
か
せ

る
｡
以
下
進
行
次
第
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

左
右
出
居
昇
'

王
卿
参
入
上
'

衆
僧
参
入
'

従
儀
師
差
御
導
師
法
用
'
御
導
師
着
､
堂
童
子
着
座

唄
二
段
'
分
花
僧
'
左
右
各
十
人
'
居
南
庇
'
(
下
蘭
)

堂
童
子
散
嘗
(
昇
日
南
階
､
入
日
中
央
間
分
花
宮
'
帰
着
本
座
之
)

衆
僧
行
道
了
'
堂
童
子
昇
取
常
置
'

啓
白
教
化
'
読
経
'
作
法
等
了
'
立
復
本
座

兜
願
(
出
自
西
)
三
礼
(
出
自
東
)

左
右
行
香

兜
願
三
礼
了
'
従
儀
師
脆
仏
前
'

差
御
導
師
等
(
出
自
西
方
'
差
夕
軽
'
初
夜
'
半
夜
'
定
朝
'
明
日
'
胡

座
'
御
導
師
法
用
等
'
)
僧
等
降
　
出
居
下
'
王
卿
着
陸
饗
(
｢
西
宮
記
｣
　
-

原
典
に
細
字
書
の
部
分
を
(
　
)
内
に
お
さ
め
た
｡
以
下
同
じ
)

｢
江
家
次
第
｣
に
は
や
～
委
し
く

王
卿
参
二
上
御
前
一
｡

左
右
近
次
将
着
二
南
殿
章
子
敷
座
一
｡
昇
レ
自
二
東
西
ノ
階
㌦
(
但
左
将
者
出
レ

自
二
本
陣
1
.
経
二
宜
陽
殿
ノ
西
ノ
槻
一
並
二
軒
廊
1
.
)

次
二
納
言
参
議
各
一
人
挙
f
南
殿
二

次
二
僧
侶
参
上
｡
(
僧
綱
従
僧
二
人
童
子
1
人
.
凡
僧
各
1
人
｡
(
略
)
)

座
定
差
二
定
法
用
一
｡

御
導
師
着
｡
従
僧
先
敷
二
座
具
l
置
二
番
嘘
之
賃
7
.

諸
僧
総
礼
三
度
｡

堂
童
子
着
座
｡
(
図
書
為
先
｡
)

唄
二
段
.
打
レ
磐
(
王
脚
置
筋
.
)

分
花
ノ
僧
左
右
各
十
人
.
(
散
花
僧
在
二
西
ノ
1
0
)
居
二
南
願
1
｡

堂
童
子
昇
.
(
自
二
南
階
二
人
二
中
央
間
1
.
敬
二
花
笛
1
両
復
座
.
)

衆
僧
行
遺
華
.
唄
(
不
逸
o
)
堂
童
子
昇
納
二
花
笛
1
退
.
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次
将
仰
二
御
願
趣
1
.
(
径
二
束
階
一
入
レ
白
二
南
庸
二
｡
先
居
二
上
卿
前
.
仰
レ

之
｡
随
二
其
所
一
｡
分
レ
就
二
導
師
柱
辺
一
｡
仰
レ
之
｡
或
必
不
レ
仰
レ
之
｡
疏

時
ノ
御
読
経
時
必
仰
レ
之
｡
(
略
)
)

次
二
啓
白
｡
教
化
｡
読
経
作
法
等
華
｡

導
師
復
座
.
(
従
僧
取
二
座
具
1
.
)

兜
願
｡
(
出
レ
自
レ
西
.
)
三
礼
.
(
出
レ
自
レ
東
｡
)
着
.
(
略
)
置
筋
｡

左
王
卿
｡
左
右
行
香
｡
右
侍
従
｡

先
噸
三
礼
(
西
者
兜
願
出
.
)
之
後
｡
行
二
東
西
第
1
行
僧
1
｡
(
不
レ
行
二
自

余
僧
1
.
図
書
宮
人
取
二
火
地
一
相
随
.
)

王
卿
復
座
｡

従
儀
師
院
二
仏
前
1
.

差
二
御
導
師
等
1
.
(
出
レ
自
二
西
方
7
着
之
｡
夕
座
初
夜
半
夜
窟
朝
明
日
胡

座
等
御
導
師
也
｡
)

僧
等
退
下
｡
王
卿
退
下
｡
出
居
下
｡
王
卿
着
陸
饗
｡
(
近
時
不
着
｡
)
｣

と

あ

る

｡

　

　

　

　

　

　

(

中
宮
の
季
ノ
御
読
経
は
ず
っ
と
小
規
模
で
あ
ろ
う
｡
｢
貞
信
公
記
｣
延
長
二

年
九
月
十
八
日
に
｢
中
宮
御
読
経
始
廿
僧
｣
と
見
え
る
｡

以
上
に
よ
っ
て
状
況
の
概
略
を
兎
も
角
も
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
.
天
皇
の
季
御
読
経
は
二
月
と
八
月
'
期
日
は
四
日
間
の
定
め
で
'
.
中
宮
･

春
宵
･
院
･
女
院
の
も
'
之
に
準
じ
る
｡
実
例
に
つ
い
て
見
る
と
'
月
は
そ
の

年
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
｡
中
宮
季
読
経
の
例
は
後
に
記
す

が
､
正
月
と
神
事
ノ
月
以
外
は
ど
の
月
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
｢
三
月
廿
日

あ
ま
-
｣
と
い
う
日
を
特
に
選
ん
だ
の
は
'
作
者
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
｡

源
氏
物
語
で
は
法
会
は
華
麗
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
｡
就
中
'
中
宮
季

御
詠
経
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
華
麗
な
背
景
を
'
特
に
六
条
院
の
燭
漫
の
春
に
求

め
た
の
で
あ
る
｡

1
日
'
大
臣
の
君
を
は
じ
め
奉
り
て

中
宮
御
読
経
の
際
に
王
卿
は
参
列
し
な
い
例
で
あ
っ
た
｡
｢
御
堂
関
白
記
｣

マ
マ

寛
弘
二
年
十
月
十
一
日
の
記
事
に
｢
中
宮
御
読
経
結
願
｡
被
　
　
右
府
｡
内
府

自
余
公
卿
八
九
人
許
｡
女
官
御
読
経
｡
参
大
臣
｡
甚
以
希
有
事
也
｡
此
宮
度

々
有
此
事
云
々
｡
｣
と
道
長
が
喜
ん
で
書
き
記
し
て
い
る
｡
彰
子
中
宮
の
こ
の

時
の
御
読
経
は
禁
中
で
行
な
わ
れ
た
と
解
さ
れ
る
｡
(
註
1
 
8
)
　
秋
好
中
宮
は
里

第
で
催
し
た
｡
而
か
も
､
｢
親
王
達
'
上
達
部
な
ど
あ
ま
た
｣
と
書
か
れ
た
船

の
楽
の
日
の
客
が
ず
ら
-
と
着
席
し
､
殿
上
人
が
悉
く
参
上
す
る
の
は
'
源
氏

の
威
勢
に
よ
る
の
だ
｡
源
氏
を
は
じ
め
王
卿
上
達
部
殿
上
人
達
が
日
の
装
(
束

帯
)
　
で
居
並
ん
だ
盛
観
は
'
中
宮
季
御
読
経
と
し
て
は
破
格
の
尊
厳
な
御
有
様

だ
と
い
う
の
で
あ
る
｡

臼
'
鳥
蝶
に
さ
う
ぞ
き
わ
け
た
る
童
べ
八
人
容
貌
な
ど
こ
と
に
整
へ

さ
せ
給
ひ
て

鳥
は
雅
楽
の
迦
陵
頻
'
蝶
は
雅
楽
の
胡
蝶
｡
迦
陵
頻
は
左
舞
'
林
邑
楽
'
沙

汰
調
｡
四
人
舞
の
童
舞
で
あ
る
｡
舞
人
は
背
に
鳥
の
翼
の
作
り
物
を
つ
け
'
天

冠
を
着
け
'
頭
の
左
右
に
桜
花
の
小
枝
を
飾
る
｡
手
に
銅
拍
子
を
持
っ
て
之
を

打
ち
な
が
ら
舞
う
｡
胡
蝶
は
右
舞
｡
高
麗
楽
'
高
麗
壱
越
調
｡
四
人
舞
の
童
舞
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で
迦
陵
頻
と
番
舞
で
あ
る
｡
舞
人
は
背
に
蝶
の
超
の
作
り
物
を
つ
け
'
天
冠
を

着
け
'
手
に
山
吹
の
花
枝
を
持
っ
て
舞
う
｡

迦
陵
頻
の
装
束
を
着
け
た
童
四
人
'
胡
蝶
の
装
束
を
着
け
た
童
四
人
'
斉
し

く
美
貌
の
童
を
お
揃
え
な
さ
っ
て
(
主
語
は
紫
ノ
上
)
の
恵
O

囲
'
鳥
に
は
銀
の
瓶
に
桜
を
さ
し
蝶
に
は
金
の
瓶
に
山
吹
を

迦
陵
頻
の
装
束
を
つ
け
た
童
四
人
に
は
銀
の
瓶
に
桜
の
花
枝
を
挿
し
て
持
た

せ
'
胡
蝶
の
装
束
を
つ
け
た
童
四
人
に
は
金
の
瓶
に
山
吹
の
花
枝
を
挿
し
て
持

た
せ
'
の
意
｡
(
｢
山
吹
を
｣
　
の
下
｢
挿
し
｣
　
を
省
略
｡
)
　
迦
陵
頻
と
桜
'
胡

蝶
と
山
吹
の
取
-
合
わ
せ
は
上
記
で
明
か
で
あ
る
が
'
童
達
が
捧
げ
て
い
る
瓶

は
雅
楽
の
常
道
か
ら
云
え
ば
'
左
舞
が
金
'
右
舞
が
銀
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
｡

そ
れ
を
反
対
に
設
定
し
た
の
は
花
の
色
と
の
調
和
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

常
道
を
超
え
た
作
者
の
美
的
選
択
で
あ
る
｡
早
-
河
海
抄
も
　
｢
花
が
め
の
色

は
'
花
の
色
に
し
た
が
ひ
て
'
こ
が
ね
し
ろ
が
ね
に
と
～
の
へ
た
る
な
り
｣
と

註
し
て
い
る
｡国

､
御
前
に
渡
れ
る
廊
を
楽
屋
の
様
に
し
て

｢
花
鳥
余
情
｣
に
｢
両
方
の
中
門
の
廊
を
左
右
の
楽
屋
に
し
た
る
也
｣
と
解

し
て
い
る
の
は
流
石
に
い
～
感
覚
だ
と
思
う
｡
寝
殿
を
中
央
に
見
て
､
左
右
の

中
門
の
廓
の
寝
殿
寄
-
の
部
分
が
'
そ
れ
ぞ
れ
左
方
の
楽
屋
右
方
の
楽
屋
に
充

て
ら
れ
て
い
る
｡
本
式
に
楽
舎
を
設
け
た
昨
日
の
船
ノ
楽
の
際
と
は
異
な
-
'

仮
の
楽
屋
で
は
あ
る
が
'
物
の
師
達
の
衣
裳
の
色
'
楽
器
の
色
彩
が
左
方
は
赤

･
紫
･
金
色
'
右
方
は
緑
･
黄
･
銀
色
で
一
目
で
そ
れ
と
わ
か
る
楽
屋
｡
舞
台

は
寝
殿
の
御
前
の
庭
｡
そ
の
ま
～
絵
に
な
る
一
場
面
で
あ
る
｡

囲
'
童
ど
も
御
階
の
も
と
に
寄
り
て
花
ど
も
奉
る
｡
行
事
の
人
々
と

り
つ
ぎ
て
閑
伽
に
加
へ
さ
せ
給
ふ

迦
陵
頻
四
人
'
胡
蝶
四
人
が
歩
み
進
ん
で
南
階
の
下
に
二
列
に
立
ち
'
(
参

照
囲
)
そ
れ
ぞ
れ
手
に
し
た
花
を
捧
げ
る
｡
行
香
の
左
方
(
王
卿
四
人
)
'
右

方
(
侍
従
四
人
)
　
が
階
を
降
-
て
来
て
八
人
の
童
の
手
か
ら
花
瓶
を
受
け
取

る
｡
そ
の
花
は
n
.
 
'
も
と
か
ら
供
え
て
あ
る
閑
伽
の
と
こ
ろ
に
並
べ
加
え
て
仏
に

供
え
さ
せ
ら
れ
る
｡
(
｢
加
え
さ
せ
給
ふ
｣
　
の
主
語
は
中
宮
｡
)
　
｢
童
ど
も
｣
｡

｢
花
ど
も
｣
と
こ
の
と
こ
ろ
複
数
形
の
効
果
が
よ
-
利
い
て
'
視
覚
的
な
巧
み

な
表
現
に
な
っ
て
い
る
｡

読
経
が
了
っ
て
'
今
日
の
儀
式
は
主
要
部
分
は
完
了
し
た
(
｢
春
記
｣
　
に
は

｢
事
畢
行
香
｣
又
は
｢
読
経
畢
行
香
｣
と
い
う
記
事
が
屡
々
見
え
る
)
｡
｢
左
右

行
香
｣
の
時
分
に
'
供
花
の
童
た
ち
が
到
来
し
た
｡
計
算
さ
れ
た
い
い
タ
イ
-

ン
グ
で
あ
る
｡
行
番
は
左
廻
-
王
卿
四
人
'
右
廻
-
侍
従
四
人
が
'
そ
れ
ぞ
れ

台
に
香
焼
と
番
を
載
せ
て
僧
の
間
を
廻
る
｡
僧
は
承
香
-
そ
の
香
を
つ
ま
ん
で

香
焼
に
焚
-
0
(
行
香
の
作
法
は
異
本
紫
明
抄
に
委
し
い
｡
)
そ
の
本
旨
は
三

宝
帰
依
の
心
を
表
わ
す
の
に
あ
-
'
｢
嶋
江
入
楚
｣
の
篭
に
は
｢
唐
に
は
天
子

も
香
を
行
し
給
有
｣
と
あ
る
｡
敬
慶
荘
厳
な
重
い
用
で
あ
る
｡
行
香
の
人
々
が

取
次
い
だ
の
で
紫
上
の
供
花
は
更
に
劇
的
な
華
や
か
さ
を
御
儀
に
加
え
て
'
中

宮
春
季
御
読
経
発
願
の
法
会
の
中
に
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
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田
'
花
に
折
れ
つ
つ

｢
花
｣
は
紫
上
か
ら
奉
っ
た
瓶
の
花
'
上
に
｢
同
じ
き
花
の
房
厳
し
う
'
世

に
な
き
匂
を
つ
-
さ
せ
給
へ
-
｣
と
あ
っ
た
桜
と
山
吹
｡
折
れ
つ
つ
は
｢
花
鳥

余
情
｣
に
　
｢
情
を
お
り
た
る
な
-
｣
'
｢
嶋
江
入
楚
｣
秘
抄
に
　
｢
情
を
折
な

り
｡
面
白
さ
か
き
ざ
ま
な
-
｡
｣
　
と
あ
る
の
を
採
る
｡
上
に
　
｢
も
の
め
で
し

ぬ
べ
き
｣
と
書
か
れ
て
い
た
女
房
達
は
'
今
奉
ら
れ
た
花
の
見
事
さ
に
感
嘆
し

合
っ
て
　
-
紫
上
白
ら
花
園
と
誇
る
庭
の
'
桜
と
山
吹
の
美
し
さ
｡
こ
れ
こ
そ

ま
き
に
春
ノ
色
そ
の
も
の
と
宮
廷
重
層
的
発
想
で
感
動
し
合
っ
た
.
咋
秋
以
来

の
春
秋
の
争
の
意
地
と
張
-
と
を
捨
て
た
の
で
あ
る
｡
(
紫
ノ
上
と
中
宮
の
春
秋

の
争
い
に
'
両
方
の
女
房
達
は
ご
主
君
以
上
に
力
を
入
れ
て
張
-
合
っ
て
来
た

こ
と
だ
ろ
う
｡
)

囲
'
鳥
の
楽
は
な
や
か
に
聞
き
わ
た
さ
れ
て

迦
陵
頻
の
楽
が
始
っ
た
｡
広
い
お
庭
に
も
ご
殿
の
人
々
に
も
'
そ
の
明
る
い

華
麗
な
楽
声
が
響
き
渡
る
｡
下
に
｢
蝶
は
-
-
舞
ひ
入
る
｡
｣
と
あ
る
か
ら
'

迦
陵
頻
も
楽
だ
け
で
な
-
舞
を
も
奏
し
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
｡
童
達
は
舞

童
だ
っ
た
の
だ
｡
｢
花
鳥
余
情
｣
に
｢
花
瓶
も
ち
た
る
わ
ら
は
の
'
則
'
鳥
蝶

の
舞
人
な
る
べ
き
欺
｡
一
勘
'
わ
ら
は
は
則
鳥
蝶
の
舞
人
な
り
｡
是
は
今
の
世

に
も
あ
る
事
な
り
｡
｣
と
云
い
'
｢
河
海
抄
は
｢
法
会
儀
蝶
烏
供
花
定
事
也
｡

迦
陵
頻
胡
蝶
菩
薩
戎
先
菩
薩
｣
と
云
う
｡
仏
事
に
菩
薩
･
鳥
･
蝶
の
舞
が
奏
せ
ら

れ
る
こ
と
(
菩
薩
楽
だ
け
は
早
く
行
な
わ
れ
な
-
な
っ
た
が
)
､
そ
の
舞
に
先

立
っ
て
舞
人
が
'
左
鳥
の
舞
右
蝶
の
舞
中
央
階
の
下
に
二
行
に
立
っ
て
　
(
｢
教

訓
抄
｣
)
　
花
を
捧
げ
る
こ
と
は
'
法
会
に
は
定
っ
て
行
な
わ
れ
て
来
た
こ
と
で

あ
っ
た
｡
四
季
の
花
が
咲
き
満
ち
'
迦
陵
頻
伽
が
噂
-
'
胡
蝶
が
舞
い
遊
び
'

菩
薩
達
が
楽
し
げ
に
仏
を
供
養
し
て
い
る
と
聞
き
及
ぶ
'
極
楽
世
界
の
光
景
を

さ
な
が
ら
に
演
じ
て
'
こ
の
日
の
仏
の
供
養
と
し
た
の
で
あ
る
｡

｢
江
家
次
第
｣
巻
十
三
に

｢
迦
陵
頻
八
人
'
胡
蝶
八
人
､
菩
薩
十
六
人
'
(
各
撃
二
供
花
二
　
二
行
相

分
経
二
舞
台
圭
'
列
二
立
壇
下
二
伝
二
供
導
師
発
願
十
弟
子
撃
'
伝
供
之
後

楽
止次
迦
陵
頻
'
胡
蝶
'
退
着
二
舞
台
上
章
壊
二
菩
薩
留
二
舞
台
圭
而
発
二
菩

薩
楽
一
､
舞
退
入
､
次
迦
陵
頻
'
胡
蝶
等
舞
畢
退
帰
'
｣
　
(
興
福
寺
供
養
)
と

あ
る
｡季

御
読
経
の
次
第
に
は
供
花
や
舞
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
｡
後
に
挙
げ
た
中

宮
季
御
読
経
の
実
例
の
記
録
の
中
に
も
'
舞
に
つ
い
て
の
記
載
は
全
-
見
え

な
い
｡
｢
江
家
次
第
｣
に
見
た
の
も
｢
興
福
寺
供
養
｣
の
際
の
記
録
で
あ
り
'

同
書
中
の
｢
濃
勝
寺
御
塔
会
次
第
｣
も
之
と
大
略
似
て
い
る
｡
こ
の
場
に
鳥
と

蝶
を
登
場
さ
せ
'
花
を
供
え
舞
を
舞
わ
せ
た
の
は
､
全
部
｢
紫
ノ
上
の
御
志
｣

で
あ
っ
た
｡
上
に
｢
平
張
な
ど
も
移
さ
れ
ず
'
御
前
に
渡
れ
る
廊
を
楽
屋
の
様

に
し
て
,
仮
に
胡
床
ど
も
召
し
た
-
｣
と
あ
っ
た
の
も
'
本
来
季
御
読
経
に
は

楽
や
舞
は
付
か
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

と
す
る
と
へ
紫
上
の
奉
る
花
を
､
ま
る
で
本
当
に
極
楽
世
界
か
ら
迦
陵
頻
伽

と
胡
蝶
が
供
花
に
来
た
様
に
仕
立
て
～
'
舟
に
の
せ
て
霞
の
間
か
ら
出
現
さ
せ

た
部
分
が
'
趣
向
の
中
心
で
､
こ
れ
に
舞
を
舞
は
せ
た
の
は
趣
向
上
か
ら
は
従
と
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な
る
｡

囲
'
急
に
な
り
は
つ
る
程

｢
教
訓
抄
｣
に

｢
迦
陵
頻
　
童
舞
　
古
楽
(
略
)

序
　
二
帖
(
拍
子
八
)

破
　
三
帖
(
拍
子
十
六
､
以
二
返
為
一
帖
'
常
一
帖
十
､
末
六
拍
子
加
拍
子
,
)

急
　
　
　
(
拍
子
八
㌧
度
数
無
定
'
随
舞
加
拍
子
)
｣
と
あ
る
｡
楽
と
舞
が

急
の
拍
子
に
転
じ
'
そ
の
う
ち
に
終
末
の
部
分
を
奏
す
る
時
分
の
意
｡
押
さ
え

所
を
心
得
た
作
者
の
鑑
賞
力
が
利
い
て
'
派
手
な
リ
ズ
-
カ
ル
な
躍
動
美
を
写

し
得
て
い
る
｡
楽
人
も
舞
童
-
特
に
技
に
長
じ
た
人
達
が
選
ば
れ
て
い
た
の
だ
｡

㈹
'
蝶
は
ま
し
て
'
は
か
な
き
さ
ま
に
飛
び
立
ち
て

畠
注
の
諸
説
の
'
論
の
別
れ
る
個
所
で
あ
る
が
'
蝶
が
胡
蝶
の
舞
人
で
あ
る

こ
と
が
分
明
す
る
と
'
わ
か
-
易
い
｡
｢
ま
し
て
｣
は
｢
ま
し
て
面
白
し
｡
｣

と
解
し
た
い
｡
従
っ
て
｢
蝶
は
ま
し
て
｡
｣
と
句
を
読
み
切
る
｡

｢
教
訓
抄
｣
に

｢
胡
蝶

破
　
(
拍
子
十
二
'
五
返
)

急
　
(
拍
子
十
二
)
　
　
｣

と
あ
る
｡
序
を
欠
-
小
曲
で
あ
る
｡
｢
は
か
な
き
き
ま
に
｣
は
小
曲
の
童
舞
の

可
憐
美
を
云
い
得
て
妙
で
あ
る
｡

四
'
舞
　
ひ
　
入
　
る

ま
ひ
い
つ
る
(
三
条
西
芙
隆
本
)
ま
ひ
い
る
(
穂
久
適
文
庫
本
)
ま
ひ
い
る

に
(
書
陵
部
蔵
後
陽
成
院
(
等
)
本
･
山
岸
本
･
育
蓮
院
本
)

｢
舞
ひ
入
る
｣
に
は
小
曲
の
美
し
き
が
見
ら
れ
る
｡
｢
舞
ひ
い
づ
る
｣
は
舞

い
出
た
さ
ま
の
美
し
さ
皇
口
ひ
得
て
い
る
?
こ
の
作
者
は
'
舞
い
の
出
と
入
-

と
を
特
に
賞
美
す
る
｡
こ
の
場
合
は
出
入
い
ず
れ
に
見
て
も
無
理
は
な
い
が
,

す
ぐ
上
の
文
と
の
続
き
具
合
は
｢
舞
ひ
入
る
｣
の
方
が
穏
か
で
あ
ろ
う
｡

f
B
'
官
の
亮
を
は
じ
め
て
さ
る
べ
き
上
人
ど
も
線
と
り
つ
づ
き
て

｢
中
宮
季
御
読
経
｣
は
中
宮
職
の
担
当
で
あ
る
｡

春
の
日
は
ま
だ
暮
れ
な
い
.
舞
人
楽
人
へ
の
賜
禄
が
ま
た
1
場
面
の
見
物
で

ぁ
る
｡
｢
か
ね
て
し
も
取
-
あ
へ
た
る
や
う
な
-
｡
｣
鳥
と
桜
'
蝶
と
山
吹
の
取

り
合
せ
は
上
に
見
た
通
-
で
あ
る
が
'
禄
を
賜
る
場
面
の
'
色
彩
の
調
和
の
美

し
き
を
描
い
て
い
る
の
を
見
逃
せ
な
い
｡
法
会
の
際
で
あ
る
か
ら
,
璽
里
は
男

童
で
あ
ろ
う
｡
男
に
も
女
に
も
禄
に
女
装
束
を
賜
る
の
は
常
の
こ
と
で
あ
る
｡

御
消
息
の
使
の
夕
霧
に
は
中
宮
の
御
返
書
と
禄
が
下
さ
れ
る
｡
御
読
経
関
係

の
僧
俗
へ
の
布
施
や
禄
は
第
四
日
目
の
結
願
の
日
に
賜
わ
る
｡

四
㌧
昨
日
は
音
に
泣
き
ぬ
べ
く
こ
そ
は

｢
河
海
抄
｣
に
｢
わ
が
そ
の
ゝ
梅
の
ほ
っ
え
に
鷺
の
音
に
鳴
き
ぬ
べ
き
恋
も

■

す
る
哉
古
今
｣
と
引
歌
を
挙
げ
て
い
る
の
を
採
り
た
い
,
紫
上
の
歌
の
｢
胡

蝶
｣
に
｢
鳥
｣
を
踏
ん
で
応
え
た
と
見
る
｡
｢
昨
日
は
そ
ち
ら
の
面
白
い
御
遊

に
'
私
は
行
っ
て
見
た
-
て
音
に
な
く
ば
か
-
で
し
た
｡
｣
の
意
｡
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《
中
宮
季
御
読
経
の
歴
史
》

｢
弄
花
抄
｣
に
｢
六
条
院
に
て
あ
り
と
見
ゆ
有
例
欺
｡
｣
と
注
し
て
い
る
｡

秋
好
中
宮
は
六
条
院
出
御
の
間
に
も
身
分
上
の
制
約
を
守
っ
て
い
'
源
氏
も

中
宮
の
そ
の
意
志
を
尊
軍
し
て
い
る
0
　
こ
の
こ
と
は
上
に

｢
中
宮
こ
の
賂
里
に
お
は
し
ま
す
.
か
の
春
ま
つ
園
は
と
は
げ
ま
し
聞
え
給
へ

-
し
御
返
も
こ
の
頃
や
と
思
し
､
大
臣
の
君
も
'
い
か
で
こ
の
花
の
折
'
御
覧
ぜ

さ
せ
む
と
思
し
宣
ヘ
ビ
'
つ
い
で
な
-
て
軽
ら
か
に
は
ひ
わ
た
-
､
花
を
も
も
て

あ
そ
び
給
ふ
べ
き
な
ら
ね
ば
'
｣
　
と
作
者
が
説
明
し
て
い
る
｡
そ
の
中
宮
が
窓

に
｢
中
宮
季
御
読
経
｣
を
里
第
で
行
な
う
筈
が
な
い
｡
定
め
し
先
例
が
あ
る
か

と
｢
弄
花
抄
｣
は
云
う
の
で
あ
ろ
う
｡

も
と
も
と
源
氏
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
｡
｢
胡
蝶
｣
の
巻
の
中
宮
御

読
経
も
勿
論
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
｡
然
し
'
こ
の
宮
廷
行
事
が
里
第
で
行
な

わ
れ
た
史
実
が
な
い
の
に
'
作
者
が
虚
構
し
た
の
か
否
か
は
'
作
品
理
解
の
上

∫

に
大
き
な
関
係
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
私
は
古
註
と
は
又
異
な
っ
た
視
点
か
ら

史
実
調
査
の
必
要
を
感
じ
た
｡
そ
し
て
宇
多
天
皇
践
袴
の
仁
和
三
年
八
月
甘
六

日
か
ら
'
中
宮
彰
子
が
皇
太
后
と
な
っ
た
三
条
天
皇
の
長
和
元
年
二
月
十
四
日

ま
で
の
'
｢
中
宮
季
御
読
経
｣
の
実
例
を
'
｢
大
日
本
史
料
｣
･
｢
日
本
紀
略
｣
･

｢
貞
信
公
記
｣
･
｢
小
右
記
｣
･
｢
御
堂
関
白
記
｣
･
｢
権
記
｣
に
つ
い
て
索
ね
た
結

果
'
次
の
二
事
実
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
｡

(
天
皇
)
　
(
年
月
日
)

一
条
　
寛
弘
三
､
一
〇
'
三

〃　　　〃　　　二四
一
条
　
寛
弘
六
､
三
'
二
〇

〃　　　〃　　　二三

(
事
項
)

中
宮
御
読
経
始

ク

　

　

　

　

結

願

中
宮
御
読
経
始

〃　　　　結願

(
中
宮
)

藤
原
彰
子

(
里
第
)

左
大
臣
道
長

上
東
門
第

藤
原
彰
子
左
大
臣
道
長

上
東
門
第

な
お
'
上
記
の
調
査
に
よ
っ
て
得
た
中
宮
季
御
読
経
の
実
例
を
悉
-
表
示
す

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
｡

第
一
表
は
｢
中
宮
季
御
読
経
｣
と
明
か
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

第
二
表
は
｢
中
宮
御
読
経
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
季
御
読
経
と
推
定
さ

れ
る
も
の

｢
御
読
経
の
行
な
わ
れ
た
場
所
｣
を
推
定
す
る
に
当
っ
て
根
拠
と
し
た
と

こ
ろ
は
注
に
記
し
た
｡

(
第
一
表
)
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円

　

融

花

　

山

〃
一

条

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

三

　

条

〃

永
観
元
'
　
七
'
二
〇

〃
　
二
'
1
二
'
一
九

〃　〃　　〃　二二
電
和
元
､
　
六
､
二
九

〃
　
二
㌧
一
〇
'
二
四

〃
　
　
　
〃

永
延
二
'

〃　二'
長
徳
元
'

長
保
二
㌧

〃
　
　
〃

二
一
'
一
七

一
〇
㌧
　
二
五

二
一
'
一
八

一
〇
㌧
　
二
四

四
'
二
〇

〃　二三

寛
弘
元
'
閏
九
'
二
九

〃
　
四
'
一
〇
㌧
一
〇

〃　〃　　〃　一四
〃
　
八
'
二
二
一
九

〃　　　ク

〃　二二

中
宮
季
御
読
経
結
頗
)
～

中
宮
秋
季
御
読
腔
)

〟

中
宮
季
御
読
経
姶

中
宮
春
季
御
読
経
発
願

中
宮
秋
季
御
読
経
発
願

中
宮
春
季
御
読
経
発
願

中
宮
秋
季
御
読
経
発
願

宮
季
御
読
経
発
願

藤
原
遵
子

小
右
記
目
録

〟

小
右
記

〃〃〟〟〟藤
原
定
子

(
注
1
)

小
右
記

小
右
記
目
録

〃ク〃
〃･

宮
季
御
読
経
初

宮
御
読
経
結
頗
(
註
ヱ

中
宮
季
御
読
経
初

藤
原
彰
子

禁

　

中

御
堂
関
白
記

禁
中
(
注
3
)

中
宮
秋
季
御
読
経
発
願
(
註
4
)

〃　　　　　　結願(註5)

禁

　

中

小
右
記
目
録

マ
マ

中
宮
秋
季
御
読
経
結
願

中
宮
御
読
経
結
願

〟

中
宮
御
所
(
枇
杷
殿
)
(
注
-
)
　
権
　
記

次
に
'
単
に
｢
中
宮
御
読
経
｣
と
記
さ
れ
で
あ
る
が
季
御
読
経
か
と
思
わ
れ
る
も
の
を
掲
げ
る
と
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(
第
二
表
)

(

年

　

月

　

　

日

)

(
行
な
わ
れ
た
場
所
)

醍

　

醐

〃･

〃
一

条

〃
〃･

〃〃〃〃〃〃

＼〃

′

〃〃〃

延
長
二
'
　
九
'
1
八

〃
　
三
㌧
　
三
'
一
五

〃
　
五
㌧
　
三
､
二
六

永
杵
元
'
　
三
'
1
九

正
暦
四
､
閏
一
〇
'
六

長

徳

三

'

一

一

㌧

　

九

長
保
元
'
二
〇
､
二
八

〃
　
二
'
　
四
'
二
〇

〃　〃　　〃　二三
〃
　
〃
　
二
二
一
八

〃
　
三
'
　
三
､
二
八

〃
　
〃
　
　
四
'
　
二

〃
　
三
㌧
一
〇
､
二
一

〃　二四

四

'

　

三

㌧

一

三

ク

　

一

六

中
宮
御
読
経
始

〃〟

中
宮
御
読
経

〟

皇
后
宮
御
読
経
結
願

皇
后
宮
御
読
経

中
宮
御
読
経
発
願

〃　　　結頗

御
読
経
結
願

マ
マ

中
将
御
読
経
始

藤
原
穏
子

〟
〃･

藤
原
遵
子

〟
〃･

･
ケ

貞
信
公
記

〃〟

小
右
記

〃〃
〃･

藤
原
彰
子

禁
中
(
注
7
)

権

　

記

〟

禁
中
(
注
8
)

〟

〃　(注9)

中
宮
御
読
経
結
願

中
宮
御
読
経
腔
一

〟

中
宮
御
読
経
始
　
/

〟

上
東
門
第
(
注
-
･
 
o
)

〟

禁
中
(
注
u
)

〟
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･
ク〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟･

ク〟〟

条
　
　
長
保
四
'
　
九
'
一
五

〃　〃　　〃　一八
〃
　
五
'
　
三
㌧
　
1
九

〃
　
　
　
二
一
'
一
八

〃
　
六
'
　
四
㌧
　
二
七

〃　〃　　〃　三〇
寛
弘
元
'
閏
九
'
二
九

中
宮
御
読
経
始

ク

　

　

　

結

願

中
宮
御
読
経
姶

藤
原
彰
子

禁
中
(
注
1
 
2
)

権

　

記

〟

袷

禁
中
(
注
1
 
3
)

禁
中
(
注
1
 
4
)

中
宮
御
読
経
始

〃　　　結願

中
宮
御
読
経
始

ル
イ

禁
中
(
注
･
1
 
L
n
)

御
堂
関
白
記
･
権
記

〃　二'
〃　　　〃

ク　　〃〃　三㌧

六
'

一
〇
'

ク五
㌧

一
七

l

＼
/

一

一l

＼
/

〟

袷

禁
中
(
注
1
 
6
)

禁
中
(
庄
1
 
7
)

権

　

記

小
右
記
･
権
記

〟
〃･

〟〟〟
〃･

〟〟

〟四
'

五
'

六
､

〟〟七
㌧

八
㌧

一
二
　
二
七

五

'

　

八

三
㌧
一
七

三
'
二
六

一
二
'
二
〇

ク
　
二
三

三
㌧
　
二
二

三
'
二
七

中
宮
御
読
経
始

/

′

ノ

〃　　　結願

中
宮
御
読
経
結
願

〟

禁
中
(
庄
1
 
8
)

御
堂
関
白
記
･
権
記

中
宮
御
読
経
初

ク

　

　

　

始

中
宮
御
読
経
始

〃　　結願

中
宮
御
読
経
始

中
宮
御
読
経

〟〟〟〟
〃･

禁
中
(
注
1
9
)

禁
中
(
注
N
O
)

禁
中
(
注
S
)

禁
中
(
注
讐

禁
中
(
注
警

権

　

記

〟

御
堂
関
白
記
･
権
記

御
堂
関
白
記

権

　

記

〟

上
東
門
第
(
注
&
.
)

御
堂
関
白
記
･
権
記

禁
中
(
注
&
J
?
)

禁
中
(
注
讐

権

　

記

ク
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症
-
(
穏
子
中
宮
･
遊
子
中
宮
に
つ
い
て
は
里
第
出
御
の
記
録
を
見
出
し
得
な

か
っ
た
｡
よ
っ
て
｢
行
な
わ
れ
た
場
所
｣
は
暫
く
空
欄
の
ま
ま
と
す
る
｡
)

′
　
｢
権
記
｣
長
徳
元
年
十
月
に
｢
七
日
　
(
略
)
参
中
宮
､
御
読
経
始
｣
'

｢
十
日
　
(
略
)
中
宮
御
読
経
結
願
'
韓
梅
女
院
中
宮
出
給
'
白
明
日
有

斎
也
,
｣
｢
日
本
紀
略
｣
同
年
同
月
に
｢
十
日
契
未
｡
今
夜
｡
中
宮
(
裾
)

遼
二
御
職
曹
司
一
｡
依
石
清
水
行
幸
問
也
｡
｣
､
｢
廿
一
日
甲
午
｡
石
清
水

行
事
｡
(
略
)
｣
　
｢
廿
二
日
乙
未
｡
天
皇
還
御
｣
と
あ
る
｡
十
月
甘
四
日

の
中
宮
の
所
在
は
記
載
し
た
書
を
見
な
い
｡
よ
っ
て
　
｢
行
な
わ
れ
た
場

所
｣
は
こ
れ
も
亦
空
欄
の
ま
ま
お
く
｡

な
お
上
記
長
徳
元
年
十
月
七
日
～
十
日
の
　
｢
中
宮
御
読
経
｣
　
に
つ
い
て

は
,
こ
の
年
四
月
十
日
関
白
道
隆
亮
去
の
後
'
中
宮
が
月
毎
に
十
日
に
仏

事
を
修
し
て
い
る
(
枕
草
子
)
の
で
'
季
御
読
経
と
解
す
る
こ
と
を
差
抑

え
た
｡

注
2
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
長
保
二
年
四
月
に
　
｢
廿
日
｡
丁
卯
｡
宮
季
御
読
経

初
｣
　
｢
廿
三
日
｡
庚
年
｡
宮
御
読
経
結
頗
｣
と
あ
る
｡
甘
三
日
が
､
廿
日

発
願
の
季
御
読
経
の
結
願
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
｡
以
下
も
之
に
な

ら
^
つ
｡

な
お
｢
御
堂
関
白
記
｣
同
年
同
月
に
｢
七
日
｡
甲
寅
｡
(
略
)
成
時
天
晴

月
明
o
亥
時
宮
入
給
.
.
依
御
物
忌
御
所
上
給
｡
男
女
可
然
人
人
.
被
加
一

階
｡
｣
と
あ
り
'
｢
権
記
｣
同
年
五
月
に
｢
甘
八
日
甲
辰
(
略
)
成
魁
中
宮
出

御
土
御
門
院
'
行
啓
事
乎
中
納
言
行
之
'
(
略
)
｣
と
あ
る
｡
四
月
廿
日
～
廿
三

日
の
中
宮
季
御
読
経
は
碧
中
で
行
な
わ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡

注
3
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
長
保
六
年
閏
九
月
に
｢
甘
九
日
｡
､
庚
辰
｡
中
宮
季
御

読
経
初
｡
参
内
｡
奉
和
先
日
所
給
寂
昭
房
奉
和
御
製
｡
有
大
内
作
文
事
｡

(
略
)
｣
と
あ
-
､
｢
権
記
｣
に
　
｢
廿
九
日
　
参
中
宮
｡
御
読
経
始
也
｡

(
脱
字
)
此
於
御
前
有
作
文
事
(
略
)
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
4
　
註
5
　
｢
日
本
紀
略
｣
･
｢
御
堂
関
白
記
｣
･
｢
権
記
｣
共
に
こ
の
年
'
中

宮
里
第
出
御
の
記
事
を
見
な
い
｡
｢
御
堂
関
白
記
｣
･
｢
権
記
｣
に
こ
の
時

の
中
宮
御
読
経
の
記
事
は
な
い
｡

注
6
　
｢
権
記
｣
寛
弘
八
年
十
二
月
に
｢
十
九
日
戊
午
　
皇
太
后
宮
･
中
宮
･

秋
季
御
読
経
結
願
也
'
(
略
)
　
｢
甘
二
日
辛
酉
　
参
皇
太
后
宮
､
季
御
読

経
結
願
也
'
参
内
'
中
宮
御
読
経
結
願
云
々
'
(
略
)
｣
と
あ
る
｡
十
九

日
の
｢
結
願
｣
は
｢
発
願
｣
の
誤
で
あ
る
｡

｢
日
本
紀
略
｣
三
条
天
皇
の
寛
弘
八
年
六
月
に
｢
甘
二
日
甲
子
.
午
親
.

太
上
法
皇
(
姦
)
崩
二
子
一
条
院
中
殿
一
.
望
｡
｣
同
年
十
月
に
｢
十

六
日
乙
卯
｡
天
皇
即
位
於
二
大
極
殿
一
｡
今
夜
｡
東
宮
白
二
一
条
院
一
遷
二

御
凝
華
舎
一
｡
中
宮
(
彰
子
)
遷
二
御
枇
杷
殿
一
｡
｣
と
あ
る
の
で
枇
杷
殿
中

宮
御
所
に
於
て
行
な
わ
れ
た
と
解
さ
れ
る
｡

注
7
　
｢
権
記
｣
長
保
二
年
四
月
に
　
｢
甘
三
日
参
内
､
中
宮
御
読
経
結
願
也

(
後
略
)
｣
と
あ
る
｡

注
8
　
｢
権
記
｣
長
保
二
年
十
二
月
に
｢
十
八
日
参
内
､
(
略
)
次
参
藤
壷
'

御
読
経
結
願
｣
と
あ
る
｡

注
9
　
｢
権
記
｣
長
保
三
年
三
月
に
　
｢
甘
八
日
法
用
之
後
参
内
'
御
読
経
結

マ
マ

臓
'
及
乗
燭
'
又
中
将
御
読
経
始
也
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
1
 
0
　
｢
日
本
紀
略
｣
長
保
三
年
十
月
に
｢
九
日
丙
午
｡
於
二
土
御
門
第
一
有
二
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東
三
条
院
四
十
御
賀
1
.
偽
天
皇
行
幸
.
中
宮
(
彰
子
)
行
啓
｡
令
二
侍
臣

英
子
舞
｡
｣
同
十
一
月
に
｢
七
日
甲
成
｡
中
宮
(
彰
子
)
御
二
内
裏
こ
と
見

(
斉
信
)

え
る
｡
｢
権
記
｣
長
保
三
年
十
月
に
｢
甘
四
日
辛
酉
　
与
右
衛
門
督
候
左

府
御
車
後
参
中
宮
'
御
読
経
結
願
也
､
事
了
於
馬
場
有
覧
馬
事
'
了
帰

家
｣
と
あ
る
｡
中
宮
滞
在
中
に
左
大
臣
道
長
の
上
東
門
第
で
行
な
わ
れ
た

こ
と
明
か
で
あ
る
｡

注
目
　
｢
日
本
紀
略
｣
長
保
三
年
十
一
月
に
｢
甘
二
日
己
丑
｡
天
皇
自
二
職
曹

司
一
行
二
幸
一
条
院
｡
中
宮
自
二
上
東
門
第
1
行
二
啓
1
条
院
1
0
(
略
)
｣
(
筆

者
注
同
月
十
八
日
内
裏
焼
亡
)
と
見
え
'
そ
の
後
行
啓
の
記
事
が
な
い
の

で
'
｢
権
記
｣
　
長
保
四
年
三
月
に
　
｢
十
三
日
乙
酉
参
中
宮
'
御
読
経
始

也
'
｣
｢
十
六
日
壬
子
参
街
之
間
､
勉
限
己
移
､
疏
参
中
宮
'
御
読
経
結
願

也
'
左
大
弁
宰
相
中
将
同
参
会
'
事
詑
詣
左
府
(
略
)
｣
と
あ
る
の
を
禁

∫

中
二
条
院
)
　
と
解
し
た
.

注
1
 
2
　
｢
権
記
｣
長
保
四
年
九
月
に
　
｢
十
五
日
丁
禾
参
衡
'
(
魔
)
'
結
政
了

同
入
内
'
中
宮
御
読
経
始
'
右
大
臣
被
参
'
偽
参
御
前
(
略
)
｣
.
と
あ
る
｡

禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
1
 
3
　
｢
権
記
｣
長
保
五
年
三
月
に
｢
十
九
日
参
内
'
有
陣
定
'
先
参
中
宮
御

読
経
始
'
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
1
 
4
　
｢
日
本
紀
略
｣
長
保
五
年
十
月
に
　
｢
八
日
甲
子
｡
天
皇
自
三
条
院
一

遷
二
幸
新
造
内
裏
一
o
中
宮
(
彰
子
)
東
宮
同
人
御
｡
｣
と
あ
巳
年
内
申
宮

行
啓
の
記
事
が
な
い
｡
よ
っ
て
'
｢
権
記
｣
同
年
十
二
月
に
｢
十
八
日
契

酉
御
読
経
結
願
也
o
左
大
臣
候
御
前
'
(
略
)
中
宮
御
読
経
姶
也
'
(
略
)

帰
家
一
寝
之
後
亦
参
内
'
(
略
)
｣
と
あ
る
の
を
禁
中
と
解
し
た
｡

注
1
 
5
　
｢
権
記
｣
長
保
六
年
四
月
に
｢
甘
七
日
(
略
)
了
入
内
'
参
殿
上
,
中

宮
御
読
経
始
也
'
(
略
)
肪
更
参
御
前
'
被
仰
雑
事
'
良
久
後
亦
参
宮
｣

と
あ
る
の
で
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
1
 
6
　
｢
権
記
｣
寛
弘
元
年
閏
九
月
に
｢
甘
九
日
､
参
中
宮
'
御
読
経
始
也
,

(
脱
字
)

此
　
於
御
前
有
作
文
事
｣
と
あ
る
の
を
禁
中
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
｡
こ
の

日
｢
御
堂
関
白
記
｣
に
は
上
掲
の
如
-
｢
季
御
読
経
｣
と
記
さ
れ
て
,
同

様
の
記
事
が
あ
る
｡

注
1
 
7
　
｢
小
右
記
｣
寛
弘
二
年
六
月
に
｢
十
七
日
参
内
'
次
参
中
宮
御
読
経
,
(
乎
カ
)

細
博
右
大
臣
'
内
大
臣
,
中
納
言
斉
信
,
俊
賢
,
隆
家
,
参
議
有
国
,
倭
,

輔
正
'
忠
輔
'
行
成
'
正
光
'
三
位
親
信
'
兼
隆
参
入
'
行
香
了
,
申
親

許
退
出
｣
と
あ
る
｡

注
1
 
8
　
｢
権
記
｣
寛
弘
二
年
十
月
に
｢
十
一
日
参
街
'
中
宮
御
読
経
結
願
,
右

頭
中
将
糞
次
'
公
卿
皆
在
殿
上
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
｡

注
1
 
9
　
｢
権
記
｣
寛
弘
三
年
五
月
に
｢
八
日
参
左
府
'
参
内
､
中
宮
御
読
経
結

願
也
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
2
 
0
　
｢
権
記
｣
寛
弘
三
年
十
一
月
に
　
｢
甘
七
日
参
内
'
中
宮
御
詠
経
結
願

也
'
有
陣
中
文
(
略
)
｣
と
あ
る
｡
禁
中
と
解
さ
れ
る
｡

注
2
 
1
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
寛
弘
四
年
五
月
に
｢
八
日
参
内
'
著
右
佼
座
,
中
宮

御
読
経
結
願
､
共
参
入
'
(
略
)
｣
と
あ
-
｢
権
記
｣
同
日
の
記
事
に
｢
召

使
来
､
告
有
陣
定
可
参
由
'
即
参
中
宮
御
読
経
結
願
'
有
陣
定
'
(
略
)
｣

と
あ
る
の
で
禁
中
と
解
し
た
｡

注
2
2
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
寛
弘
五
年
三
月
に
｢
十
七
日
参
内
入
夜
罷
,
女
房
同

之
'
中
宮
御
読
経
初
｡
｣
と
あ
る
｡
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｢
日
本
紀
略
｣
寛
弘
五
年
四
月
に
｢
十
三
日
契
卯
｡
子
刻
｡
中
宮
(
彰
子
)

自
二
1
条
院
1
遷
二
御
上
東
門
第
一
.
御
懐
畢
五
月
也
.
依
レ
為
二
神
事
之

間
1
所
二
出
御
一
也
｡
｣
　
同
年
六
月
に
　
｢
十
四
日
突
卯
｡
中
宮
(
彰
子
)
入
二

御
内
裏
一
｡
令
レ
駕
二
年
草
一
｡
｣
と
あ
る
｡
(
四
月
十
三
日
に
中
宮
土
御
門

第
出
御
'
六
月
十
四
日
入
御
内
裏
は
'
｢
御
堂
関
白
記
｣
･
｢
権
記
｣
に
も

見
え
る
｡
)
中
宮
は
三
月
十
七
日
～
二
十
日
は
ま
だ
禁
中
に
在
っ
た
｡

註
2
3
　
｢
権
記
｣
寛
弘
六
年
三
月
花
｢
甘
六
日
　
参
内
､
御
読
経
結
願
'
維
御

物
忌
'
外
宿
人
候
御
前
へ
　
(
略
)
中
宮
御
読
経
始
也
'
又
侯
彼
所
｣
と
あ

る
｡
禁
中
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
｡

註
2
4
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
寛
弘
六
年
十
二
月
に
｢
廿
日
｡
庚
子
｡
(
略
)
中
宮

御
読
経
｡
井
家
季
読
経
等
初
也
｡
｣
　
｢
甘
三
日
｡
突
卯
｡
両
方
読
経
結
願
0

(
略
)
'
｣
　
｢
権
記
｣
同
十
二
月
に
｢
廿
日
'
庚
子
'
詣
左
府
､
参
中
宮
'

雨
'
御
読
経
始
也
､
(
略
)
｣
　
｢
甘
三
日
突
卯
参
左
府
'
中
宮
井
御
読
経

結
願
也
､
｣
と
あ
る
｡

｢
日
本
紀
略
｣
寛
弘
六
年
十
一
月
に
｢
甘
五
日
丙
子
｡
辰
時
｡
中
宮
(
彰

子
)
於
二
左
大
臣
(
道
長
)
上
東
門
第
1
御
二
産
第
三
皇
子
(
鮒
粕
雀
)
1
.
｣
へ
｢
御

堂
関
白
記
｣
･
｢
権
記
｣
･
｢
御
産
部
類
記
｣
に
同
様
の
記
載
が
見
え
る
｡
)
同

年
十
二
月
に
｢
甘
六
日
丙
午
｡
季
御
読
経
始
｡
今
夜
｡
中
宮
自
二
左
大
臣

上
東
門
第
1
人
二
御
枇
杷
皇
居
7
｡
｣
　
(
｢
御
堂
関
白
記
｣
権
記
に
も
同
様
の

や
や
委
し
い
記
事
が
見
ら
れ
る
｡
)
　
こ
の
間
中
宮
は
御
産
の
為
里
第
に
在

っ
た
｡

◎
中
宮
季
御
読
経
は
'
第
一
表
､
第
二
表
と
も
こ
れ
ま
で
の
分
は
全
部
天
皇

の
季
御
読
経
の
後
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
時
初
め
て
'
先
に
行
な

わ
れ
て
い
る
｡
里
第
で
行
な
わ
れ
た
為
'
宮
中
の
先
縦
に
従
わ
な
か
っ
た

も
の
か
｡
次
の
寛
弘
七
年
三
月
'
寛
弘
八
年
三
月
'
及
び
第
一
表
の
寛
弘

八
年
十
二
月
の
中
宮
御
読
経
は
い
ず
れ
も
天
皇
の
季
ノ
御
読
経
の
後
に
行

な
わ
れ
て
い
る
｡

註
2
5
　
｢
権
記
｣
寛
弘
七
年
三
月
に
｢
甘
二
日
辛
丑
参
内
'
朝
講
院
源
僧
都
'

問
朝
晴
'
了
参
中
宮
'
々
々
御
読
経
始
也
'
了
亦
参
御
前
'
(
略
)
｣
･
と

あ
る
｡
禁
中
(
枇
杷
皇
居
)
と
解
さ
れ
る
｡

註
2
6
　
｢
権
記
｣
寛
弘
八
年
三
月
に
｢
甘
七
日
(
略
)
着
陸
'
(
略
)
又
中
宮

御
読
経
'
依
大
夫
遅
参
末
始
行
云
々
'
大
臣
被
奏
云
'
早
可
令
槌
鐘
'
納

言
即
起
座
参
中
宮
催
行
'
事
了
｣
と
あ
る
｡
禁
中
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
明

か
で
あ
る
｡

中
宮
が
里
第
に
お
い
て
季
ノ
御
読
経
を
修
し
た
実
際
上
の
例
は
上
に
見

た
所
で
は
一
条
天
皇
の
長
保
三
年
十
月
(
二
十
一
日
発
願
'
二
十
三
日
結

臓
｡
中
宮
彰
子
｡
道
長
上
東
門
第
｡
)
以
前
に
は
見
当
ら
な
い
｡
そ
の
以

後
は
皇
子
女
御
産
の
た
め
に
里
第
に
出
御
中
に
'
中
宮
季
ノ
御
読
経
が
里

第
で
行
な
わ
れ
て
い
る
(
註
-
7
)
の
を
見
る
が
､
長
保
三
年
十
月
の
御
読
経

は
御
産
の
為
で
は
な
く
て
'
東
三
条
院
(
詮
子
)
四
十
の
賀
に
行
啓
の
あ
っ

た
際
の
こ
と
で
､
唯
1
の
異
例
で
あ
る
｡
源
氏
物
語
中
に
中
宮
季
御
読
経

は
二
例
見
え
る
が
'
二
例
と
も
御
産
の
為
の
里
第
出
御
中
で
な
い
｡
即
ち

実
際
の
例
と
し
て
は
唯
一
の
異
例
で
あ
る
と
こ
ろ
の
､
長
保
三
年
十
月
の

中
宮
季
御
読
経
の
場
合
に
近
い
｡
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註
2
 
7
　
(
天
皇
)
　
　
(
年
　
月
　
日
)
　
(
西
暦
)
(
事

項
)

(
中
宮
名
)

(
出

輿
)

(
里
　
　
第
)

(
出
御
の
理
由
)

一

条

　

　

寛

弘

六

'

二

一

､

二

〇

〃　　　　〃　　〃　　二三

三

　

条

　

　

長

和

二

'

　

六

'

一

八

9001

中
宮
御
読
経
初

〃　　　結願

藤
原
彰
子

御
堂
関
白
記
･
権
記
　
左
大
臣
(
道
長
)
上
東
門
第
　
御
産

〟

後
一
朱

〃〃

〟〃五､

二
一
'
二
一

中
宮
春
季
御
読
経
初

中
宮
御
読
経
結
願

長
元
元
へ
二
〇
㌧

〟

〟

〟

〟

中
宮
季
御
読
経
始

ク

　

　

　

　

竜

藤
原
研
子

〃･

〟

藤
原
威
子

〃

御
堂
関
白
記

〃.〃･

左
経
記

〃

ク〟

摂
政
(
道
長
)
高
倉
第

権
中
納
言
兼
隆
大

炊
御
門
東
洞
院
第

〟〟
三
条
上
皇

御
所
焼
亡

御
産

(
右
表
の
里
第
と
出
御
の
理
由
と
は
｢
日
本
紀
略
｣
に
拠
る
)

《
構
想
と
表
現
に
つ
い
て
》

構
想
と
言
葉
の
機
能
美
　
｢
胡
蝶
｣
の
巻
の
中
宮
御
読
経
の
-
だ
り
は
場
面

と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
場
面
の
頂
点
は
'

｢
南
の
御
前
の
山
際
よ
-
漕
き
出
で
て
お
前
に
出
づ
る
程
'
風
吹
き
て
瓶
の

桜
す
こ
し
う
ち
散
り
ま
が
ふ
｡
い
と
う
ら
ら
か
に
晴
れ
て
'
霞
の
間
よ
り
立
ち

出
で
た
る
は
い
と
あ
は
れ
に
な
ま
め
き
て
見
ゆ
｡
｣
に
お
か
れ
て
い
る
｡

｢
漕
ぎ
出
て
て
｣
は
こ
の
場
合
'
中
宮
御
殿
の
人
々
か
ら
見
て
童
の
乗
っ
た

船
が
出
現
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
､
同
時
に
'
船
が
漕
ぎ
近
づ
い
て
来
る

距
離
的
･
時
間
的
経
過
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
｡

｢
す
こ
し
う
ち
散
-
ま
が
う
｡
｣
桜
が
僅
か
に
散
る
｡
散
る
花
は
風
に
ま
が

ヽ

.

　

ヽ

､
L
V

池
水
に
ま
が
う
｡

｢
い
と
う
ら
ら
か
に
晴
れ
て
'
｣
天
候
を
云
う
の
で
あ
る
が
'
花
木
を
一
層

華
麗
に
見
せ
'
庭
全
体
の
景
観
に
情
趣
あ
ら
し
め
て
い
る
具
体
性
を
読
み
取
る

べ
き
だ
｡
｢
霞
｣
は
上
の
句
に
も
下
の
句
に
も
か
か
る
二
重
性
を
持
つ
｡

｢
い
と
あ
は
れ
に
な
ま
め
き
て
見
ゆ
｡
｣
霞
の
間
か
ら
出
現
し
た
迦
陵
頻
伽

と
胡
蝶
は
極
楽
世
界
か
ら
到
来
し
た
か
と
錯
覚
さ
せ
る
｡
又
'
そ
の
捧
げ
て
い

る
花
の
見
事
さ
｡
･
童
舞
は
仮
面
を
つ
け
な
い
'
花
を
挿
し
た
天
冠
の
下
の
顔
が

人
間
の
童
子
の
顔
を
見
せ
て
い
る
の
が
'
却
っ
て
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
神
秘

な
生
彩
を
匂
い
立
た
せ
る
｡
堂
上
に
居
並
ぶ
列
席
者
達
は
'
優
雅
な
参
入
者
達

の
捧
げ
持
つ
花
を
見
て
'
哀
し
い
様
な
'
時
間
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
様
な
不
思

議
な
美
し
き
に
陶
酔
す
る
｡
中
宮
春
季
御
読
経
発
願
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
華
麗
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な
奇
瑞
だ
｡
妙
な
る
仏
の
御
国
を
ま
き
目
に
見
て
'
人
々
は
心
の
深
い
奥
処
を

ゆ
す
ぶ
ら
れ
て
感
動
す
る
｡
｢
あ
は
れ
に
｣
　
｢
な
ま
め
き
て
｣
　
｢
見
ゆ
｣
三
語

を
1
所
に
集
め
た
だ
け
で
'
構
想
の
成
否
を
賭
け
る
表
現
に
成
功
し
た
｡

単
語
に
こ
れ
だ
け
の
適
確
な
強
力
な
表
現
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
作
者
の
能
力

は
畏
敬
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
は
根
本
的
に
は
永
年
に
亘
る
'
和
苛
に
よ

る
修
練
が
生
ん
だ
'
敏
感
な
言
語
感
覚
の
故
で
あ
る
｡
そ
の
意
味
で
は
作
者
一

人
の
功
と
は
云
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
｡
然
し
'
今
し
現
実
に
言
葉
の
機
能
に

ょ
っ
て
'
そ
れ
も
日
常
的
な
単
語
に
機
能
美
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

物
語
の
一
場
面
が
こ
こ
に
創
-
出
さ
れ
て
い
る
.
美
が
､
或
る
日
の
事
件
を
描

-
と
こ
ろ
に
生
じ
て
い
る
こ
の
成
果
は
作
者
の
も
の
で
あ
る
｡

省
筆
　
御
読
経
の
場
面
を
描
-
に
当
っ
て
法
会
の
進
行
次
第
を
作
者
は
1
切

描
い
て
い
な
い
｡

高
僧
が
大
勢
着
席
L
t
源
氏
を
は
じ
め
親
王
上
達
部
殿
上
人
が
列
席
L
t
女

房
達
の
袖
口
が
御
簾
の
下
か
ら
ず
ら
り
と
並
ぶ
中
宮
御
殿
の
内
部
の
有
様
を
作

者
は
書
い
て
い
な
い
｡
そ
れ
ら
は
従
来
の
物
語
に
は
重
要
な
叙
述
対
象
で
あ
っ

た
｡
善
美
を
つ
-
し
た
邸
内
の
眺
め
に
も
作
者
は
1
行
の
文
字
を
も
割
い
て
居

な
い
｡
流
れ
漂
う
御
読
経
の
声
'
香
の
か
お
-
'
そ
れ
さ
え
全
く
書
い
て
い
な

い
｡
然
し
､
実
際
に
存
在
し
な
が
ら
記
述
を
省
か
れ
た
上
記
の
部
分
は
､
こ
の

場
面
か
ら
全
-
消
滅
し
去
っ
た
の
で
は
な
い
｡
そ
れ
は
'
絵
巻
物
の
画
面
の
霞

の
様
な
在
-
方
で
存
在
し
て
い
て
､
読
者
の
視
界
か
ら
外
れ
た
所
で
'
艶
美
な
雰

囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
｡
然
し
文
の
表
面
に
は
現
わ
れ
な
い
｡
作
者
は
中

宮
御
読
経
に
'
紫
上
か
ら
奉
ら
れ
る
花
と
供
花
の
童
と
消
息
の
往
復
と
舞
と
だ

け
を
書
い
た
｡
そ
し
て
'
そ
の
美
し
き
を
読
者
が
共
感
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
'

十
分
に
描
い
た
｡
そ
れ
は
全
体
の
中
の
一
部
で
あ
る
｡
然
し
'
そ
の
尊
さ
'
美

し
き
に
於
て
中
宮
御
読
経
の
盛
儀
全
体
と
引
換
え
に
出
来
る
だ
け
の
価
値
を
文

学
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
場
で
読
者
に
示
そ
う
と
望
ん
だ
も
の
だ
け
を

描
い
て
､
作
者
は
そ
の
他
の
部
分
は
す
べ
て
惜
し
気
も
な
-
切
-
捨
て
た
｡
そ

の
為
描
き
出
さ
れ
て
_
 
S
る
形
象
だ
け
が
極
め
て
鮮
麗
な
印
象
を
読
者
に
刻
み
つ

け
る
｡
こ
の
場
合
省
筆
は
表
現
上
の
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
｡
作
者
が
選
ん
だ
最
高
の
部
分
は
供
花
で
あ
っ
た
｡
作
者
は
自
発
的
な
意
志
に

よ
っ
て
彼
を
捨
て
'
こ
れ
を
採
っ
た
｡
そ
し
て
'
原
型
的
な
｢
御
読
経
｣
を
超

え
た
と
こ
ろ
に
'
想
像
力
と
言
葉
の
機
能
を
魔
法
の
様
に
使
い
こ
な
す
手
腕
と

に
よ
っ
て
'
華
麗
な
中
宮
春
季
御
読
経
を
文
学
的
に
築
き
上
げ
た
｡
そ
の
意
味

で
は
省
筆
は
選
択
で
あ
る
｡
作
者
は
唯
美
を
選
ん
だ
｡
そ
し
て
､
こ
れ
が
大
切

な
点
な
の
だ
が
'
作
者
は
自
ら
選
ん
だ
対
象
に
感
情
を
注
ぎ
つ
-
し
て
い
る
か

の
様
だ
｡

加
除
　
先
に
'
わ
れ
わ
れ
が
見
た
と
こ
ろ
で
は
'
｢
季
御
読
経
｣
は
供
花
と

舞
楽
を
伴
わ
な
い
｡
紫
式
部
は
寛
弘
五
年
三
月
の
彰
子
中
宮
の
季
御
読
経
(
上

渇
)
を
見
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
仮
に
源
氏
物
語
の
こ
の
部
分
が
出
仕
以

前
に
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
'
式
部
は
季
御
読
経
の
原
型
に
つ
い
て
の
知
識

を
多
少
に
拘
わ
ら
ず
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
｡
と
い
う
の
は
'
こ
の
場
合

の
鳥
･
蝶
の
供
花
と
舞
は
　
｢
紫
ノ
上
の
御
志
｣
　
と
し
て
奉
ら
れ
た
も
の
で
'
中

宮
側
の
催
し
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
｡
作
者
は
紫
ノ
上
の
御
殿
の
春
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の
花
を
'
秋
好
中
宮
の
春
季
御
読
経
に
奉
る
こ
と
を
発
想
し
､
供
花
の
方
法
と

し
て
'
本
文
に
見
る
様
な
演
出
を
虚
構
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
に
紫
上
の
消

息
を
'
王
卿
の
居
並
ぶ
晴
れ
の
場
で
､
夕
霧
が
秋
好
中
宮
に
奉
る
場
面
を
加
え

て
'
昨
秋
以
来
の
春
秋
の
争
い
の
結
末
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ

れ
に
し
て
も
御
読
経
の
原
型
的
部
分
を
全
-
除
い
て
'
虚
構
に
よ
る
付
加
的
部

分
だ
け
を
描
い
た
の
は
何
政
か
｡
勿
論
作
者
の
美
的
姿
勢
の
現
わ
れ
だ
と
云
え

よ
う
が
'
場
面
の
主
題
が
花
に
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
る
ま
い
｡
｢
花

奉
ら
せ
給
ふ
｡
｣
　
｢
同
じ
き
花
の
房
厳
し
う
'
世
に
な
き
旬
を
つ
-
さ
せ
給

へ
-
｡
｣
　
｢
瓶
の
桜
す
こ
し
う
ち
散
-
紛
ふ
｡
｣
　
｢
御
階
の
下
に
よ
り
て
花
ど

も
奉
る
｣
　
｢
闘
伽
に
加
へ
さ
せ
給
ふ
｡
｣
　
｢
花
園
｣
　
｢
花
に
折
れ
つ
つ
｣
　
｢
鳥

に
は
桜
の
細
長
'
蝶
に
は
山
吹
襲
賜
る
｡
｣
　
｢
中
将
の
君
に
は
藤
の
細
長
添
へ

て
｣
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
主
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
ろ
う
｡

ら
し
た
と
い
ふ
様
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
｡

用
　
仏
前
の
儀
に
童
の
出
現
の
タ
イ
-
ン
グ
を
ぴ
た
り
と
合
せ
た
｡
こ
の
時
点

を
外
し
て
は
二
者
は
結
び
つ
く
こ
と
が
出
来
な
い
｡

佃
　
文
章
に
緩
急
が
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
上
の
｢
南
の
御
前
の
｣
か
ら
｢
花
に

折
れ
つ
～
聞
え
あ
へ
-
｡
｣
　
ま
で
は
筆
運
び
が
緩
か
で
'
舞
に
移
っ
て
以

後
'
俄
か
に
ピ
ッ
チ
が
速
-
な
る
｡
感
興
の
中
心
が
既
に
過
ぎ
た
か
ら
で
あ

る
｡
意
外
性
の
惹
き
起
こ
し
た
感
興
が
場
面
の
最
後
ま
で
三
貝
し
て
持
続
し

て
い
る
の
は
文
全
体
の
巧
み
な
緩
急
の
効
果
で
あ
る
｡

計
算
　
演
出
の
美
的
効
果
を
高
め
る
た
め
に
作
者
は
綿
密
な
計
算
を
立
て
て

い
る
｡

い
　
桜
の
｢
す
こ
し
散
る
｣
美
し
き
に
､
最
も
適
っ
た
時
刻
を
考
え
て
'
御
読

経
を
｢
午
の
時
ば
か
-
｣
に
始
め
た
と
思
わ
れ
る
.
始
ま
る
時
刻
が
年
の
時

で
あ
る
た
め
に
へ
供
花
'
舞
'
賜
禄
が
み
な
'
美
的
に
見
て
最
も
都
合
の
よ

い
時
刻
に
な
る
｡

佃
　
童
の
｢
容
貌
な
ど
こ
と
に
整
へ
｣
童
舞
は
仮
面
を
用
い
な
い
か
ら
､
容
貌

が
考
慮
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
､
美
童
の
神
秘
的
な
魅
力
が
'
こ
の
際
'
意

表
を
つ
い
た
出
現
の
効
果
の
き
め
手
に
な
る
｡

～

何
　
重
を
船
に
の
せ
て
送
り
込
ん
で
､
異
郷
か
ら
の
使
者
が
お
供
え
物
を
も
た

小
品
　
船
ノ
楽
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
と
'
御
読
経
の
場
面
の
そ
れ
と
の
比
は

五
対
二
の
割
合
で
あ
る
｡
上
記
二
つ
の
場
面
が
一
対
一
の
関
係
で
並
立
し
て
い

る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
｡
前
者
に
は
'
漢
詩
文
を
踏
ま
え
た
ペ
ダ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
で
に
凝
っ
た
修
辞
を
用
い
て
､
園
池
と
邸
宅
を
仙
境
に
見
立

て
へ
遠
景
近
景
を
描
い
て
飽
き
な
い
｡
場
面
を
後
宴
に
移
し
て
後
も
､
門
前
に

群
が
っ
て
聞
き
耳
を
立
て
る
膿
の
男
の
表
情
ま
で
描
い
て
い
る
｡
宴
に
は
め
込

ま
れ
て
い
る
蛍
兵
部
卿
ノ
宮
の
玉
豊
へ
の
執
心
は
'
｢
玉
輩
ノ
並
び
｣
の
後
々

の
展
開
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
.
1
万
後
者
は
'
物
語
の
流
れ
か
ら
見
る
と

挿
話
的
で
あ
-
'
描
か
れ
て
い
る
場
面
も
､
い
わ
ば
さ
わ
-
だ
け
を
手
際
よ
く

ま
と
め
た
微
量
で
あ
る
｡
而
か
も
興
味
の
焦
点
は
御
読
経
そ
の
も
の
に
あ
る
の

で
は
な
く
て
'
上
に
見
た
通
-
春
の
御
殿
の
｢
花
｣
に
あ
る
｡
つ
ま
-
､
御
読

経
の
場
面
は
'
船
ノ
楽
の
延
長
線
の
上
に
付
随
的
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
｡
一
方
が
仙
境
､
一
方
が
極
楽
と
い
う
演
出
で
示
さ
れ
た
通
-
'
二
者
は

主
従
一
体
を
な
し
て
六
条
ノ
院
の
晩
春
を
誇
示
す
る
｡
実
際
の
行
事
と
し
て
は
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中
宮
御
読
経
は
'
船
ノ
楽
よ
-
も
重
大
な
催
し
事
で
あ
る
｡
然
し
､
作
者
は
船

ノ
楽
に
よ
-
多
-
の
筆
を
割
い
た
｡
源
氏
と
紫
ノ
上
の
住
む
春
の
町
に
'
｢
六

条
院
の
華
麗
な
春
｣
を
見
出
そ
う
と
し
た
こ
の
計
算
は
'
当
然
の
こ
と
と
云
え

よ
う
｡
四
季
的
時
間
が
の
ど
か
に
流
れ
る
'
｢
少
女
｣
ノ
巻
か
ら
｢
藤
裏
葉
｣

ノ
巻
に
至
る
光
源
氏
の
栄
華
の
1
こ
ま
.
｢
美
｣
が
作
者
の
出
発
的
で
も
あ
り

窮
極
の
目
的
で
も
あ
る
｡
計
算
も
亦
'
美
的
必
要
が
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
｡

っ
け
て
'
｢
胡
蝶
｣
ノ
巻
の
中
宮
御
読
経
の
場
面
を
構
想
し
た
も
の
か
と
考
え

ら
れ
る
｡

道
長
は
早
く
か
ら
私
第
で
行
な
う
自
家
の
読
経
を
　
｢
御
堂
関
白
記
｣
　
中
に

換
骨
奪
胎

マ
マ

｢
甘
1
日
.
甲
辰
.
天
晴
o
　
(
略
)
人
望
｡
講
師
登
高
座
後
.
立
俸
物
.
僧
下

目
階
｡
王
脚
下
従
西
対
｡
列
立
之
間
｡
音
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達
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殿
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人
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前
置
捧
物
｡
諸
大
夫
置
庭
中
｡
此
間
楽
舟
釆
在
松
｡
二
舟
間

舞
垂
(
童
ノ
誤
カ
)
釆
人
中
｡
此
間
舞
童
八
人
｡
取
供
華
｡
至
階
下
｡
僧
八
人
受

之
供
仏
｡
此
童
等
｡
退
為
鳥
舞
了
｡
舞
青
海
波
廻
了
｡
後
行
舟
｡
東
相
分
｡
尚

有
声
｡
舞
童
入
綾
不
止
｡
(
後
略
)
｣
　
(
｢
御
堂
関
白
記
｣
)

右
は
長
保
六
年
五
月
十
九
日
か
ら
甘
四
日
ま
で
､
左
大
臣
道
長
が
､
故
東
三
条

院
(
詮
子
)
の
追
善
の
た
め
に
､
自
第
で
法
華
八
講
を
修
し
た
時
の
五
巻
日
の
記

事
で
あ
る
｡
舟
を
用
い
た
点
'
舞
童
が
八
人
'
供
花
を
持
っ
て
階
下
に
至
-
'

こ
の
場
合
は
僧
だ
が
八
人
が
受
取
っ
て
仏
に
供
え
た
点
'
童
達
が
鳥
の
舞
を
舞

っ
た
点
が
､
｢
胡
蝶
｣
ノ
巻
の
御
読
経
の
場
面
と
共
通
し
て
い
る
｡
｢
胡
蝶
｣
ノ

巻
の
中
宮
御
読
経
は
六
条
ノ
院
の
栄
光
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
か
の
如
-
見
ら

れ
る
点
で
､
長
保
三
年
十
月
の
上
東
門
第
に
於
け
る
中
宮
彰
子
の
季
御
読
経
と

似
て
い
る
｡
作
者
は
左
大
臣
道
長
第
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
二
つ
の
盛
事
を
結
び

｢
季
ノ
読
経
｣
と
記
し
て
い
る
｡
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九

'

二

八

自
家
の
栄
華
の
象
徴
と
し
て
の
読
経
'
そ
れ
は
も
は
や
仏
を
崇
め
る
わ
ざ
で

も
､
仏
に
祈
る
こ
と
で
も
な
い
｡
仏
の
教
え
を
知
る
為
で
す
ら
な
い
｡
何
十
口

の
名
僧
を
招
い
て
も
'
親
王
､
大
臣
達
が
悉
く
列
席
し
て
も
､
道
長
の
季
読
経

の
場
合
そ
の
敬
虚
や
荘
厳
は
'
実
は
､
儀
式
化
し
た
装
飾
に
過
ぎ
な
い
｡
そ
れ

は
信
仰
の
仮
面
を
つ
け
た
過
誤
で
あ
る
｡

六
条
ノ
院
に
於
け
る
中
宮
御
読
経
は
'
本
体
を
作
者
が
描
か
な
か
っ
た
為
に

こ
の
種
の
過
誤
か
ら
免
か
れ
て
い
る
｡
信
仰
の
本
質
的
な
部
分
は
霞
の
中
に
か

く
れ
て
'
い
さ
さ
か
も
傷
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
｡
秋
好
中
宮
は
'
予
め
公
私
混

同
の
責
め
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡
描
か
れ
て
い
る
の
は
紫
上
の
奉
へ
つ
た
花
と
'

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
-
華
麗
な
奇
瑞
を
演
出
し
た
企
画
と
で
あ
っ
た
｡
上
に
見
た

道
長
的
な
二
つ
の
素
材
か
ら
の
見
事
な
換
骨
奪
胎
｡
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
作
者

の
手
腕
だ
け
で
な
く
作
者
の
精
神
の
清
さ
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
｡
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